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山
陰
教
区
門
徒
総
代
会
　
会
長
　
鎌
原
茂
幸

浅せ
ん

学が
く

非ひ

才さ
い

の
小
生
が
こ
と
も
あ
ろ
う
に
、
山
陰
教
区
門
徒
総
代

会
の
会
長
と
い
う
大
役
を
分
を
弁わ
き
まえ
ず
お
請
け
し
ま
し
た
。

私
が
仏
さ
ま
の
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
の
は
、
小
学
低
学
年
の
頃

で
す
。
朝
一
番
に
祖
母
と
一
緒
に
仏
壇
に
お
参
り
し
、
一
番
短
い

「
領
解
文
」
を
称
え
お
仏
飯
を
頬
ば
り
登
校
す
る
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
お
寺
に
お
参
り
す
る
こ
と
も
な
く
、
父
が

お
浄
土
に
旅
し
ご
縁
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
門
徒

と
し
て
の
知
識
も
、
総
代
と
し
て
の
心
得
も
な
い
ま
ま
今
日
に
至

り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
中
、
そ
し
て
個
々
の
家
庭
の
日
常
生
活
ま
で

様
変
わ
り
を
す
る
中
で
、
十
月
二
十
七
日
、「
第
四
連
区
門
徒
総

代
会
研
修
会
」
が
、
連
区
の
教
務
所
長
さ
ま
、
役
員
の
皆
さ
ま
、

職
員
の
皆
さ
ま
、
各
組
の
総
代
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
初
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
」
で
し
た
が
無
事

開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

会
長
就
任
時
に
山
陰
教
区
役
員
の
皆
さ
ま
と
「
楽
し
む
お
寺
」

「
情
報
発
信
の
あ
り
方
」
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

ま
し
た
。
今
回
の
ご
講
師　
邑
智
東
組　
高
善
寺　
武
田
正
文 

師

は
、
そ
の
最
先
端
を
率そ
っ

先せ
ん

垂す
い

範は
ん

し
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
心
理
学
か
ら
見
え
た
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
仏
教
に

つ
い
て
事
例
な
ど
を
交
え
た
お
話
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
少
子

高
齢
化
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
で
お
寺
を
護
持
し
て
い
く
総
代
に

対
す
る
指
針
で
あ
る
と
感
じ
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

人
生
一
〇
〇
年
時
代
の
お
寺
の
あ
り
方
を
、
い
か
に
次
世
代
に

繋
ぐ
か
、
そ
の
方
法
を
と
も
に
考
え
な
が
ら
、『
南
無
阿
弥
陀
仏
』

を
、
皆
さ
ま
と
ご
一
緒
に
称
え
な
が
ら
、
日
々
を
過
ご
し
た
い
と

念
じ
て
い
ま
す
。

「
第
四
連
区
門
徒
総
代
会
研
修
会
」を
終
え
て

「
第
四
連
区
門
徒
総
代
会
研
修
会
」を
終
え
て

〜
お
寺
は
変
わ
ら
な
い
私
た
ち
の
居
場
所

〜
お
寺
は
変
わ
ら
な
い
私
た
ち
の
居
場
所
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二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
十

月
二
十
七
日
（
水
）、
本
願
寺
山

陰
教
堂
教
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、「
第
四
連
区
門
徒
総
代
会
研

修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
第
四
連
区
」
は
、
中
国
・
四

国
地
方
の
五
教
区
が
該
当
し
ま

す
（
四
州
教
区
・
備
後
教
区
・

安
芸
教
区
・
山
口
教
区
・
山
陰

教
区
）。

第
四
連
区
の
門
徒
総
代
会
研

修
会
は
、
五
年
ご
と
に
各
教
区

持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

二
〇
二
一
年
度
、
当
会
の
常

任
理
事
会
・
各
組
代
表
理
事
会

に
お
い
て
、
研
修
会
開
催
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。「
中

止
に
す
る
と
、
組
織
の
士
気
低

下
に
つ
な
が
る
」「
宗
派
・
本
山

で
多
く
の
行
事
が
中
止
さ
れ
て

い
る
中
、
地
方
で
は
何
ら
か
の

形
で
つ
な
が
り
を
作
る
必
要
が

あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、

規
模
を
縮
小
し
て
開
催
す
る
方

向
で
検
討
を
続
け
ま
し
た
。
感

染
予
防
の
た
め
、
開
催
時
間
を

当
初
予
定
よ
り
短
縮
し
、
山
陰

第12号 2021（令和 3）年12月31日

開会式挨拶（佐々木教務所長）開会式挨拶（鎌原会長）

第４連区門徒総代会研修会第４連区門徒総代会研修会



教
区
の
参
加
者
は
各
組
二
名
の

定
員
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。ま

た
、
第
四
連
区
連
絡
協
議

会
（
各
教
区
の
正
副
会
長
・
事

務
担
当
者
が
リ
モ
ー
ト
で
出
席
）

で
は
、
山
陰
教
区
以
外
の
参
加

者
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス

テ
ム
を
使
っ
て
参
加
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
当
日
は
、
受
付
に
消

毒
液
を
設
置
し
、
入
場
時
に
非

接
触
体
温
計
で
検
温
を
行
い
、

演
台
に
透
明
の
ア
ク
リ
ル
板
を

設
置
す
る
な
ど
、
感
染
対
策
を

行
い
ま
し
た
。

研
修
会
の
ご
講
師
は
、
武
田

正
文 

師
（
邑
智
東
組
高
善
寺
・

臨
床
心
理
士
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）。武
田
先
生
は
、ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
（
動
画
配
信
サ
イ

ト
「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
の
配

信
者
）
と
し
て
も
活
動
さ
れ
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
番
組
「
武

田
正
文
の
仏
心
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

の
登
録
者
数
は
一
万
人
を
超
え

て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
仏
教
～

心
理
学
と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
か

ら
見
え
て
き
た
も
の
～
」
と
題

し
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
大
幅
に
短
縮

し
、
講
義
時
間
は
四
十
五
分
。

短
い
時
間
な
が
ら
、
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
を
使
い
な
が
ら
わ
か
り

や
す
く
凝
縮
し
た
講
義
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
連
区
研
修
会
。

参
加
人
数
を
制
限
し
、
時
間
を

短
縮
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ご

参
加
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は
、

「
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
参
加
し
た

か
っ
た
」「
武
田
先
生
の
講
義
を

も
っ
と
多
く
の
人
に
聞
い
て
も

ら
い
た
か
っ
た
」
と
、
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、

無
事
連
区
研
修
会
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
企
画
段

階
か
ら
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
山

陰
教
区
門
徒
総
代
会
役
員
の
皆

さ
ま
、
第
四
連
区
の
各
教
区
門

徒
総
代
会
役
員
・
事
務
担
当
の

皆
さ
ま
に
、
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
。
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「
会
と
し
て
、
連
区
研
修
会
を
中
止
に
し

た
く
な
い
。
規
模
を
縮
小
し
て
で
も
開
催

す
る
べ
き
。」

五
月
に
開
催
し
た
常
任
理
事
会
で
、
理

事
の
お
一
人
か
ら
こ
ん
な
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な

教
区
行
事
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

中
、
大
変
心
強
く
、
あ
り
が
た
い
お
言
葉

で
し
た
。

本
紙
で
も
紹
介
し
た
通
り
、
十
月
二
十

七
日
（
水
）、「
第
四
連
区
門
徒
総
代
会
研

修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
時
間
短
縮
・

一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
と
い
う
、
当
初
の

予
定
を
大
幅
に
変
更
し
た
も
の
で
し
た
が
、

理
事
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
に
細
心

の
注
意
を
払
い
ま
し
た
。
今
回
、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
併
用
し
て
連
区
研

修
会
を
開
催
で
き
た
こ
と
は
教
区
総
代
会

に
と
っ
て
は
、
意
義
深
い
こ
と
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
本
紙
「
総
代
会
だ
よ
り
」
は
門

徒
総
代
会
会
員
の
皆
さ
ま
相
互
の
情
報
共

有
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
今
号
か
ら
各
組

の
ご
活
動
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
開
始

し
ま
し
た
。
各
組
で
の
ご
活
動
に
つ
い
て

の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
事
務
局
）

神
門
組
で
は
、
組
報
「
広
報
か
ん
ど
」

を
年
二
回
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
三
月
に
第

八
〇
号
を
発
行
。
紙
面
で
組
内
の
情
報

を
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
報
紹
介
～
神
門
組
～

本
年
六
月
十
日
（
木
）、
ビ
ッ
グ
ハ
ー

ト
出
雲
・
白
の
ホ
ー
ル
に
お
き
ま
し
て
、

「
神
門
組
総
代
会
結
成
五
十
周
年
記
念

大
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

第
一
部
「
記
念
式
典
」
は
、
佐
々
木

了
慎
山
陰
教
区
教
務
所
長
、
歴
代
組
長
、

実
践
運
動
委
員
長
、
組
内
各
教
化
団
体

代
表
を
来
賓
に
迎
え
、
曽
田
量
一
副
会

長
の
「
開
式
宣
言
」
で
始
ま
り
ま
し
た
。

先
ず
、「
コ
ー
ル
・
蓮
」
に
よ
る
厳
か

で
心
静
ま
る
仏
教
賛
歌
の
音
楽
法
要
が

お
勤
め
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
と
し
て
樋
野
会
長
挨
拶
、
続

い
て
鈴
木
二
朗
神
門
組
組
長
か
ら
祝
意

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
記
念
大
会
に
対
し
て
、
本

山
か
ら
結
成
五
十
周
年
表
彰
が
贈
ら

れ
、
佐
々
木
教
務
所
長
か
ら
ご
伝
達
い

た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
一
同
、
慶
び
と

と
も
に
半
世
紀
に
わ
た
る
歴
史
の
重
み

を
感
じ
た
こ
と
で
す
。

ま
た
、第
八
代
田
中
幹
規
元
会
長
、第

九
代
和
田
昭
男
前
会
長
へ
の
ご
苦
労
に

対
し
ま
し
て
、
本
山
か
ら
表
彰
状
・
褒
賞

品
が
授
与
さ
れ
、
併
せ
て
神
門
組
総
代

会
か
ら
も
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
佐
々
木
教
務
所
長

と
鈴
木
恭
之
元
組
長
か
ら
ご
祝
辞
を
賜

り
ま
し
た
。

続
い
て
、
こ
の
度
の
受
賞
に
対
し
て

第
八
代
田
中
元
会
長
か
ら
謝
辞
が
述
べ

ら
れ
、
神
田
進
副
会
長
の
「
閉
式
宣
言
」

で
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

第
二
部
「
記
念
講
演
会
」
は
、ご
講
師

に
荒
本
由
未 
師
（
大
田
西
組
副
組
長
・

西
臨
寺
住
職
・
本
願
寺
派
布
教
使
）
を
お

迎
え
し
、「
コ
ロ
ナ
禍
を
生
き
て
」
と
題

し
て
約
四
十
分
に
わ
た
り
尊
い
ご
法
話

を
賜
り
、
本
大
会
の
幕
が
閉
じ
ま
し
た
。

思
え
ば
二
年
前
か
ら
本
山
記
念
参
拝

等
の
企
画
を
練
り
、
諸
準
備
を
進
め
て

参
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
何
と
か
記
念
大
会
が
挙

行
で
き
安
堵
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
度
の
記
念
事
業
と
し
て

「
神
門
組
総
代
会
五
十
年
の
あ
ゆ
み
」
を

発
刊
し
、
組
内
各
寺
院
及
び
総
代
会
会

員
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

合
掌
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「
神
門
組
総
代
会
結
成
五
十
周
年
記
念
大
会
」

神
門
組
　
樋
野
　
宏
文

神門組記念大会冊子


